
・日時：5月24日（日） 16:00〜17:00
・受付：10:00（受付順に整理番号を発行します）
・開場：15:30（入場は整理番号順となります）
・会場：博物館 庭
（小雨の場合は庭で実施 大雨の場合は吉井忠の部屋にて）

・定員：30名（要予約）
・受付開始 5月8日（金）10:00
・申込：右記QRまたはアドレスのフォームよりお願いします ⇒

https://forms.gle/ScanwvhQfdXfv7rm8
フォームからの申込が難しい方はメール、電話でもお受けします

mail@showanokurashi.com／ 03-3750-1808（金～日 10:00～17:00）

庭の音楽人形劇

イーハトーヴの風にのり

■この庭から この広場から
昭和のくらし博物館＆友の会シルエットクラブ」は、「友
の会夏祭り」のたびに、博物館の庭を舞台に幻燈会という
演劇活動をおこなってきました。「そこに小さな庭があり、
そこに人が集えば何かが生まれる」と、幻燈機でカタコトと、
たくさんの昭和の物語を紡いできました。満州引き揚げ孤
児「夢のなかの記憶」・昭和３０年「夢の東京はとバスツア
ー」・高野悦子二十歳の原点「シアンクレールにて」・青い
鳥と原爆ドーム「いつかぼくたちの幸福のために」などを、
そのつど集まったメンバーと創り、多くの観客の方々に見て
いただきました。博物館の庭が出会いの場となり、発信の
場となり、いろいろなネットワークも生まれ広がりました。

時が移り、メンバーも多忙となり、またコロナ禍で人が集まることができなくなり、いつし
か活動も停滞してしまいました。今回あらためて公演を企画したは、人と人との関係が希薄
になるばかりの現代のネット社会に向かって、またあまりにも正気を失った現在の世界に向
かって、「博物館の庭にまた集まって、ここから自分たちの思いをを発信」しようと考えた
からです。宮澤賢治の「ポラーノの広場」をヒントに、「みんなが幸福になれるというポラ
ーノの広場」を求め、風男M が時を超え旅にでる物語。相棒は青虫。「ここはポラーノの広
場ですか？」風男が出会うのは、広島の青空教室の先生・下町の原っぱとワンパクたち・
青虫と怪獣モスラ。新宿西口地下広場の歌姫・原発事故で取り残された乳牛。崩落氷山の
シロクマなどなど。果たして風男M はポラーノの広場にたどりつけるのか？物語の結末は
ぜひ庭の劇場でご覧ください。カタコトと動く人形たちと共にご来場をお待ちしています。

・費用：席料1,000円＋入館料（当日現金支払）

＜入館料込の料金一覧＞
●友の会会員：1,300円
●NPO会員：招待券提示で1,000円
●一般大人：2,000円
●一般小～高校生：1,500円
（できるだけ、おつりのないように

ご用意をお願いします）
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